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私の提言

平
成
18
年
に
（
財
）
日
本
自
転
車
普
及
協

会
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
自
転
車
乗
用
環

境
の
整
備
改
善
に
関
す
る
調
査
）
を
行
い
、

６
１
３
８
人
（
10
代
〜
70
代
以
上
）
か
ら
回

答
を
得
た
。
そ
の
中
で
「
歩
道
上
で
自
転
車

を
危
険
に
感
じ
た
こ
と
は
？
」
と
い
う
質
問

に
対
し
て
、「
と
き
ど
き
あ
る
」（
53
・
１
％
）

と
「
よ
く
あ
る
」（
42
・
４
％
）
と
い
う
回
答

が
合
わ
せ
て
95
・
５
％
に
も
な
っ
た
。「
こ
れ

は
尋
常
で
は
な
い
数
字
で
す
」
と
渋
谷
さ
ん

は
言
う
。

「
30
年
前
に
自
転
車
の
安
全
を
図
る
た
め

に
緊
急
避
難
的
措
置
と
し
て
、
自
転
車
の
歩

道
通
行
を
場
所
に
よ
っ
て
認
め
て
以
来
、
時

間
の
経
過
と
と
も
に
、
自
転
車
は
歩
道
通
行

が
当
た
り
前
、
ど
こ
を
走
っ
て
も
い
い
と
い

う
意
識
が
し
み
つ
い
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

自
転
車
は
車
両
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
忘
れ

ら
れ
、
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
方
が

増
え
て
き
た
結
果
、
自
転
車
が
歩
行
者
に
脅

威
を
与
え
、
事
故
に
発
展
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
」。

現
在
、
警
察
に
届
け
ら
れ
て
い
る
自
転
車

対
歩
行
者
の
事
故
は
氷
山
の
一
角
に
す
ぎ
な

い
と
、
渋
谷
さ
ん
は
み
る
。「
無
届
け
の
事
故

は
も
っ
と
多
い
は
ず
で
す
。
事
故
の
加
害
者

の
自
転
車
利
用
者
が
逃
げ
て
し
ま
い
、
歩
行

者
が
自
分
の
健
康
保
険
で
治
療
す
る
ケ
ー
ス

や
、
自
転
車
利
用
者
が
ほ
と
ん
ど
賠
償
責
任

保
険
に
入
っ
て
い
な
い
の
で
被
害
者
だ
け
で

な
く
、
加
害
者
に
と
っ
て
も
不
幸
な
事
態
に

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
で
し
ょ
う
」。

日
本
自
転
車
普
及
協
会
で
は
５
月
の
自
転

車
月
間
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
で
、
自
転
車

は
車
両
で
あ
る
と
い
う
基
本
か
ら
訴
え
て
い

く
と
い
う
。

「
自
転
車
が
車
道
を
走
っ
て
い
る
時
は
、
ク

ル
マ
側
に
も
自
転
車
に
気
を
つ
け
て
も
ら
わ

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
一
方
、
歩
道
を
走
る

時
は
自
転
車
が
歩
行
者
の
安
全
を
脅
か
さ
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

歩
行
者
が
安
全
に
移
動
す
る
た
め
の
歩
道
で

す
か
ら
、
ま
ず
弱
者
で
あ
る
歩
行
者
の
安
全

か
ら
考
え
る
べ
き
で
す
。
マ
ナ
ー
の
悪
い
自

転
車
に
は
、
自
転
車
は
車
両
で
あ
る
と
い
う

意
識
を
も
た
せ
る
よ
う
に
指
導
、
取
締
り
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
歩
道

を
走
る
と
い
う
こ
と
は
、
歩
行
者
に
対
す
る

社
会
的
責
任
を
負
う
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、

自
転
車
も
賠
償
責
任
保
険
に
入
る
よ
う
に
啓

発
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
」。

さ
ら
に
渋
谷
さ
ん
は
歩
行
者
、
自
転
車
、

ク
ル
マ
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、「
そ
れ

ぞ
れ
が
移
動
す
る
場
所
を
物
理
的
に
分
離
し

て
い
く
と
い
う
交
通
政
策
が
理
想
で
す
」
と

語
る
。

自
転
車
の
事
故
防
止
に
つ
い
て
は
、
自
転

車
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
徹
底
が
重
要
と
、

渋
谷
さ
ん
は
考
え
る
。「
自
転
車
事
故
を
起
こ

す
年
齢
層
は
16
歳
前
後
が
多
く
、
被
害
者
は

高
齢
者
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
高
齢
者
は

ち
ょ
っ
と
し
た
接
触
で
も
転
倒
し
て
重
傷
、

死
亡
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

地
方
で
は
自
転
車
通
学
が
あ
り
、
高
校
生
を

中
心
に
朝
の
通
学
時
の
マ
ナ
ー
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
都
会
で
は
小
学
生

や
中
学
生
が
夜
、
塾
か
ら
帰
る
時
間
帯
で
の

自
転
車
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
目
立
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
歩
道
を
３
、
４
台
で
並
進
す

る
な
ど
、
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ル

ー
ル
を
教
え
て
、
い
か
に
行
動
に
つ
な
げ
て

い
く
か
が
課
題
で
す
。
ま
た
、
事
故
原
因
で

は
一
時
不
停
止
が
多
い
の
で
す
が
、
な
ぜ
一

時
停
止
し
な
か
っ
た
の
か
、
で
き
な
か
っ
た

の
か
を
解
明
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
例
え

ば
高
齢
者
が
し
な
い
の
は
、
一
旦
止
ま
っ
て

か
ら
こ
ぎ
出
す
と
、
ふ
ら
つ
く
の
で
止
ま
り

た
く
な
い
と
い
う
心
理
が
働
い
て
し
ま
う
か

ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
心
理
を

踏
ま
え
て
安
全
教
育
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
」。

改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に
向
け
て
、
日

本
自
転
車
普
及
協
会
で
は
啓
発
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
自
転
車
に
乗
る
児
童
･
幼
児

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
年
３
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で

の
３
日
間
、
東
京
・
千
代
田
区
の
科
学
技
術

館
で
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
展
を
初
め
て
開

催
し
た
。「
大
切
な
頭
を
し
っ
か
り
、
ス
マ
ー

ト
に
守
る
た
め
に
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
子
ど
も
用
か
ら
大
人
用
ま
で
最
新
型
の
自

転
車
専
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
展
示
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
か
ぶ
ら
な
か
っ
た
時
の
危
険
を
知
っ
て

も
ら
う
モ
ニ
タ
ー
映
像
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
事
情
な
ど
を
展
示
。

「
幼
児
・
児
童
は
自
転
車
に
同
乗
ま
た
は
運

転
し
て
い
て
転
倒
し
た
時
、
頭
部
か
ら
落
ち

る
こ
と
が
多
い
。
頭
部
を
保
護
す
る
た
め
に
、

子
ど
も
た
ち
が
か
ぶ
り
た
く
な
る
よ
う
な
、

親
が
か
ぶ
せ
た
く
な
る
よ
う
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ナ
ブ
ル
な
要
素
を
取
り
入
れ
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
展
示
し
ま
し
た
」。
期
間
中
、
多
く
の
親
子

連
れ
が
来
場
し
た
こ
と
か
ら
、
自
転
車
専
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
と
、

渋
谷
さ
ん
は
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
。

渋谷良二（財）日本自転車普及協会 総務部長

自
転
車
は
車
両
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
も
っ
て

ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ほ
し
い

幼
児
・
児
童
へ

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
啓
発

危険予測トレーニング（KYT）ーー危険感受性を育てる 第●回1 右折時の落とし穴

あなたはゆるい下り坂の狭い道路で右折待ちをしています。
対向車が通過したので、すぐに右折しようとします。
どのようなことに注意する必要がありますか？

どのような危険がありますか？
□①直進車が通過したので問題はない

□②右後方から右側通行してくる自転車がくる

□③待たされた後続の直進車が発進する

どのような運転をしますか？
□①右折する前方に人やクルマがいないかを確かめながら進む

□②後続車に追突されないように急いで右折する

□③右後方から自転車がくる可能性まで考えに入れて、確かめながら進む

▼

※「解答・解説」と「交通場面のイラスト

（カラー・A4版）」は下記SJのホームペー

ジでご覧いただけます。またPDFファ

イルもダウンロード（無料）できます。

【使用上の注意】
●営利目的での利用はおやめください。
●内容の無断転載、無断改変、一部抜粋しての利用
はおやめください。
●その他、使用に関するご質問はお問い合わせくだ
さい。

本田技研工業（株）安全運転普及本部
TEL：03（5412）1736

少人数のグループをつくります。

「交通場面のイラスト」を見ながら、

Q1、Q2について意見を出し合います。
その後、「解答・解説※」を参考にして、

どんなことに気をつけて運転すればい

いか再び話し合ってください。

http://www.honda.co.jp/
safetyinfo/sj/

活用方法

今回のKYTの題材は、Hondaの
危険予測トレーニング教材「交
通状況を鋭く読む～危険予測ト
レーニング～四輪車用」から抜
粋しています。詳細については
以下ホームページ参照。

http://www.honda.co.jp/safetyinfo/
kyt/training/

交通事故を防止するためには、路上で出会うさまざまな危険を予測することが大切です。このコーナーでは危険感受性を
育てるための題材をご提供いたします。今回は四輪車のドライバーに、自転車の行動を考えてもらうためのKYTです。
企業／団体などでのグループ教育の学習の中で活用してください。

Q1

Q2

正解を１つ、または
２つ選んでください
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